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■プロジェクトの概要
〔現状の課題〕
〇医薬品・食品・化学品などの品質管理においては、様々な分析機器から得られた
分析データの中から必要なデータを抽出し、このデータを用いた試験法により得
られた結果を規格値と比較することで品質を担保している。近年、不正対応の観
点から、なるべく人手を介さずに処理を自動化することが求められているが、
データ抽出を自動化するためには、多数ある分析結果タイプごとにプログラムを
作成することや、一部のデータを手入力することが必要であり、これらに係るコ
ストが課題となっていた。

○また、ネットワークによる分析データの収集をしていない場合、印刷したデータ
から必要なデータを転記するなどの作業が必要なため、作業者による転記ミスや
改ざんのおそれがあり、データの自動収集や変更履歴の管理が課題となっていた。

〔対応策〕
〇申請者は、これらの課題を解決するため、分析機器から出力されるデータを自動
で保存し、AIを活用して必要なデータを容易に自動抽出するシステムを開発する。
また、より多くの分析機器からデータを自動収集可能とするため、分析データを
システムへ転送するためのIoT機器も開発する。

○今回の開発により、システムによる分析データ管理はより手の届きやすいものと
なり、製造業で頻発する品質不正の防止や効率的な品質管理を実現する。
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